
北広島にゼロエミッション工場
廃油リサイクル、年内フル稼働へ

喜楽鉱業（滋賀）
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廃
油
リ
サ
イ
ク
ル

の
喜
楽
鉱
業
�株
（
滋

賀
県
湖
南
市
、
小
宮

山
雅
弘
社
長
）
は
、

北
広
島
町
の
氏
神
工

業
団
地
に
３
月
２９
日

に
完
成
し
た
広
島
総

合
工
場
が
、
現
在
六

割
ま
で
稼
働
率
を
高

め
て
お
り
、
年
内
に

フ
ル
稼
働
を
目
指
す
。

自
然
界
へ
の
排
出
ゼ

ロ
を
目
指
す
�
ゼ
ロ

エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
工
場
�

と
し
て
建
設
し
、
企

業
な
ど
か
ら
回
収
し

た
油
系
廃
棄
物
を
再

生
・
有
効
活
用
し
て
、
九
九
、
八
％
を
リ

サ
イ
ク
ル
す
る
。
年
間
売
上
げ
二
〇
億
円

を
目
指
す
。

敷
地
面
積
三
万
三
〇
〇
〇
�
�
に
研
究

分
析
室
や
焼
却
・
溶
融
工
場
な
ど
の
一
三

施
設
を
建
設
。
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
や
整

備
工
場
な
ど
か
ら
買
い
取
り
回
収
し
た
油

系
廃
棄
物
を
精
製
し
、
七
〇
％
を
燃
料
油

と
し
て
再
生
販
売
す
る
。
商
品
化
が
不
可

能
な
残
り
三
〇
％
の
廃
棄
物
は
、
埋
め
立

て
処
分
す
る
の
で
は
な
く
、
減
量
・
無
害

化
・
有
効
利
用
で
、
ほ
ぼ
す
べ
て
を
リ
サ

イ
ク
ル
す
る
。
焼
却
に
よ
り
減
量
化
し
、

こ
こ
で
出
た
焼
却
灰
は
溶
融
・
冷
却
・
粉

砕
し
て
ガ
ラ
ス
系
の
粒
子
に
す
る
。
こ
れ

を
砂
や
砂
利
と
混
ぜ
、
路
盤
材
な
ど
の
建

材
と
し
て
再
利
用
。
燃
や
す
際
に
発
生
す

る
廃
熱
は
ス
チ
ー
ム
タ
ー
ビ
ン
式
発
電
機

を
回
す
熱
源
に
使
い
九
〇
〇
�
�
を
自
家

発
電
す
る
。
さ
ら
に
、
焼
却
の
余
熱
は
温

熱
ハ
ウ
ス
に
利
用
し
、
二
酸
化
炭
素
の
吸

収
効
率
が
良
い
ポ
プ
ラ
な
ど
の
苗
木
を
育

成
。
敷
地
内
に
降
る
雨
水
は
炉
内
温
度
調

整
用
冷
却
水
な
ど
に
使
用
す
る
。

同
社
は
西
日
本
を
中
心
に
事
業
展
開
し
、

中
四
国
地
域
に
工
場
五
カ
所
、
営
業
所
三

カ
所
を
持
つ
。
こ
れ
ま
で
は
広
島
県
内
で

回
収
し
た
廃
棄
物
を
、
山
口
県
岩
国
市
の

周
東
エ
ネ
ル
ギ
ー
工
房
で
処
理
し
て
い
た

が
、
物
流
コ
ス
ト
削
減
の
た
め
、
千
代
田

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま
で
二
�
�
と
利
便

性
が
良
い
同
工
業
団
地
に
、
最
新
の
処
理

技
術
を
採
用
し
た
総
合
工
場
を
建
設
し
た
。

１０
月
に
は
西
風
新
都
の
伴
北
工
業
地
区

に
管
理
事
務
所
と
油
・
水
タ
ン
ク
四
基
を

備
え
た
中
継
基
地
を
完
成
予
定
で
、
中
区

十
日
市
町
の
広
島
営
業
所
を
移
転
す
る
。

▽
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
広
島
は
８
月
３１

日
ま
で
、
二
二
階
の
ス
カ
イ
ビ
ア
テ
ラ
ス

で
食
べ
放
題
飲
み
放
題
の
バ
イ
キ
ン
グ「
ハ

ワ
イ
ア
ン
・
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
」を
開
催
中
。

午
後
６
〜
９
時
半
で
日
〜
木
曜
が
大
人
三

五
〇
〇
円
、
金
・
土
曜
が
四
〇
〇
〇
円
。

屋
内
の
ビ
ア
ホ
ー
ル
も
オ
ー
プ
ン
。

▽
�株
山
陽
測
器
は
７
月
８
、
９
日
の
午
前

１０
時
か
ら
「
建
設
・
空
間
情
報
フ
ェ
ア
」

を
県
情
報
プ
ラ
ザ
で
開
く
。「
情
報
化
施
工

時
代
へ
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
」
や
「
三
次
元

モ
デ
ル
ベ
ー
ス
の
土
木
施
工
利
活
用
」
な

ど
七
種
類
の
セ
ミ
ナ
ー
と
、
三
次
元
ス
キ

ャ
ナ
ー
な
ど
最
新
機
器
の
紹
介
を
行
う
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー

に
は
、
今
ま
で
た

く
さ
ん
の
先
生
方

が
執
筆
さ
れ
て
お

り
、
病
気
や
健
康

に
つ
い
て
は
皆
様
も
よ
く
ご
存
じ
と
思
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
今
回
は
健
康
診
断
の
経

済
効
果
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
た
。
私

は
妻
と
二
人
で
診
療
し
て
い
ま
す
。
私
は

一
般
内
科
で
妻
は
神
経
内
科
で
す
。
従
業

員
が
六
人
で
合
計
八
人
の
い
わ
ゆ
る
中
小

企
業
で
す
。
経
営
者
の
立
場
で
、
常
に
い

っ
た
い
ど
う
す
れ
ば
、
も
っ
と
効
率
よ
く

収
入
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
？
な

ど
と
考
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
冷
静
に

な
っ
て
考
え
て
み
ま
す
と
、
私
の
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
の
中
核
は
仕
事
（
診
療
）
か
ら

の
収
入
で
す
。
仕
事
を
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
結
果
、
毎
月
現
金
収
入
を
生
み
出
す

金
融
資
産
だ
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
う
考
え
る
と
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ

の
リ
タ
ー
ン
を
最
大
化
す
る
に
は
、
仕
事

を
順
調
に
続
け
る
こ
と
が
い
ち
ば
ん
重
要

と
な
り
ま
す
。
も
っ
と
も
効
率
よ
く
お
金

を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
の
は
株
式
売
買
、

為
替
取
引
、
投
資
信
託
な
ど
で
は
な
い
の

で
す
。
も
っ
と
も
有
力
な
収
入
源
は
「
仕

事
か
ら
の
収
入
」
で
あ
る
は
ず
で
す
。

日
本
人
の
約
七
割
が
脳
卒
中
、
心
筋
梗

塞
、
癌
で
亡
く
な
り
ま
す
。
脳
卒
中
、
心

筋
梗
塞
は
、
今
は
や
り
の
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
い
う
そ
の
予
備
軍
を
予

防
す
れ
ば
、
リ
ス
ク
を
減
少
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
癌
は
早
期
発
見
、

早
期
切
除
が
原
則
で
す
。
癌
は
進
行
癌
に

な
る
ま
で
症
状
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
早
期

発
見
の
た
め
に
は
、
定
期
的
な
癌
検
診
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
の
仕
事
を
も
っ
と

多
額
の
金
銭
に
換
え
て
い
く
た
め
に
、
健

康
で
長
く
仕
事
が
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

自
分
に
対
す
る
投
資
と
し
て
健
康
診
断
を

受
け
ら
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

健
康
診
断
は
投
資
な
の
で
す
か
ら
、
く

れ
ぐ
れ
も
仕
事
が

忙
し
く
て
、
健
康

診
断
を
受
け
る
時

間
が
無
か
っ
た
な

ん
て
こ
と
は
無
い

よ
う
に
お
願
い
し

ま
す
。

健
康
診
断
の
経
済
効
果
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